
提

出

者

照

屋

寛

徳

平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

三

七

号

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
を
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
「
沿
岸
案
」
と
す
る
日
米
両
政
府
の
合
意
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

37



普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
を
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
「
沿
岸
案
」
と
す
る
日
米
両
政
府
の
合
意
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書

日
米
両
政
府
は
、
去
る
十
月
二
十
六
日
、
日
米
審
議
官
級
協
議
等
を
経
て
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
を
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ

ワ
ブ
「
沿
岸
案
」
と
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
、
旨
発
表
し
、
各
マ
ス
コ
ミ
も
報
じ
て
い
る
。
同
案
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ

沿
岸
に
千
八
百
メ
ー
ト
ル
（
滑
走
路
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）
の
代
替
施
設
を
つ
く
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
同
施
設

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
大
浦
湾
及
び
辺
野
古
浅
瀬
の
一
部
を
埋
め
立
て
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
米
軍
再
編
協
議
の
交
渉
過
程
で
、
「
陸
上
案
」
「
浅
瀬
案
」
「
沿
岸
案
」
等
が
様
々
浮
上
し
、
日
米
両
政
府
間

で
交
渉
・
協
議
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
案
も
沖
縄
県
民
が
望
む
も
の
で
は
な
い
。
県
民
の
圧
倒
的
多
数

が
強
く
望
ん
で
い
る
の
は
、
危
険
な
普
天
間
飛
行
場
の
即
時
閉
鎖
・
返
還
で
あ
り
、
県
外
・
海
外
へ
の
移
設
で
あ
る
。
日
米
両

政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
の
合
意
を
受
け
、
来
る
十
月
二
十
九
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
外
務
・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る
安
全
保
障
協
議

委
員
会
（
�
プ
ラ
ス
�
）
を
開
催
し
、
米
軍
再
編
の
「
中
間
報
告
」
に
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
を
明
記
す
る
段
取
り
だ
と
い

う
。日

米
両
政
府
間
の
「
沿
岸
案
」
合
意
に
伴
っ
て
、
重
大
な
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
合
意
を
受
け

一



て
、
環
境
評
価
や
埋
め
立
て
な
ど
の
手
続
を
促
進
す
る
た
め
の
特
別
措
置
法
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
海
域
使
用
特
別
措
置
法
」
と
も
称
す
べ
き
同
法
案
は
、
現
行
公
有
水
面
埋
立
法
に
定
め
る
都
道
府

県
知
事
の
許
認
可
権
を
国
が
代
行
し
、
建
築
確
認
、
道
路
使
用
許
可
等
の
様
々
な
法
的
手
続
き
を
も
特
例
的
に
早
め
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
合
意
に
対
す
る
沖
縄
県
や
県
民
世
論
の
強
い
反
対
と
抵
抗
を
予
想

し
、
一
九
九
七
年
に
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
を
改
正
し
て
、
国
が
暫
定
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
と
同
じ
手
法

で
、
沖
縄
県
知
事
や
関
係
自
治
体
の
「
沿
岸
案
」
に
対
す
る
反
対
を
封
殺
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
、
普
天
間
基

地
の
移
設
先
を
県
内
と
す
る
こ
と
に
強
い
反
対
が
あ
る
。
そ
の
沖
縄
の
声
を
、
叫
び
を
、
要
求
を
無
視
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
「
沿
岸
案
」
と
日
米
両
政
府
間
で
合
意
を
し
た
こ
と
に
激
し
い
怒
り
を
覚
え
る
。
加
え
て
、
「
海
域
使
用
特
別
措
置

法
」
の
立
法
準
備
は
、
沖
縄
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
国
が
法
治
国
家
で
は
な
く
、
強
権
国
家
だ
と
指
弾
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
駐
留
軍
用
地
特
別
措
置
法
改
正
に
次
ぐ
、
第
二
の
「
平
成
の
琉
球
処
分
」
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
を
す
る
。

一

政
府
は
、
米
軍
再
編
問
題
と
絡
ん
で
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
を
県
外
・
海
外
へ
と
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
検
討
し
、

そ
の
旨
を
ア
メ
リ
カ
に
要
求
し
、
交
渉
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
政
府
の
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
も
し
、
県
外
・
海

二



外
へ
の
移
設
可
能
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
追
求
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
、
県
外
移
設
の

可
能
性
を
追
求
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
県
名
及
び
自
治
体
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
条
に
よ
る
と
、
「
埋
立
ヲ
為
サ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
都
道
府
県
知
事
ノ
免
許
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
な
っ
て

い
る
。
更
に
、
同
法
第
三
条
に
は
、
埋
立
免
許
の
出
願
が
あ
っ
た
場
合
の
告
示
手
続
き
、
関
係
書
面
及
び
図
書
の
縦
覧
や
地

元
市
町
村
長
の
意
見
聴
取
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
お
い
て
、
公
有
水
面
の
埋
め
立
て

に
際
し
て
は
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
要
す
る
と
定
め
て
い
る
立
法
理
由
に
つ
い
て
い
か
な
る
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
を
早
期
に
実
現
し
、
国
の
責
任
で
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
有
水
面

の
埋
め
立
て
に
関
す
る
都
道
府
県
知
事
や
地
方
自
治
体
の
許
認
可
権
を
国
が
代
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
「
海
域
使

用
特
別
措
置
法
」
を
来
年
の
通
常
国
会
に
向
け
て
立
法
準
備
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
な
の
か
、
政
府
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
早
期
実
現
の
た
め
に
、
現
行
公
有
水
面
埋
立
法
改
正
、
建
築

確
認
や
道
路
使
用
許
可
手
続
き
等
の
関
係
法
令
の
改
正
を
目
論
む
も
の
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三



四

政
府
は
、
「
沿
岸
案
」
に
つ
い
て
の
日
米
両
政
府
の
合
意
は
、
辺
野
古
海
域
の
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
を
し
た
良
案
で
あ

る
と
豪
語
す
る
が
、
「
沿
岸
案
」
は
大
浦
湾
や
辺
野
古
浅
瀬
の
一
部
を
埋
め
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
同
海
域
に
は
ジ
ュ
ゴ
ン

の
餌
と
な
る
藻
場
や
希
少
な
珊
瑚
礁
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
浦
湾
に
は
、
希
少
生
物
の
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
の
生
息
が
確
認

を
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
、
「
沿
岸
案
」
を
環
境
に
最
も
配
慮
し
た
案
で
あ
る
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


